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第 1 章では、交互浸漬法を用いてポリピニルアルコールハイドロゲルと炭酸カルシウム CCaC03) 及び、ハイドロキ
シアパタイト CHAp) の複合化について検討し、その結晶構造を解析した。その結果、交互浸漬法と様々な高分子材
料を用いて、形成する CaC03 や HAp の構造を容易に制御できるといった知見が得られた。
第 2 章では、 CaC03一高分子ハイドロゲ、ル複合体の応用について検討した。前章において交互浸漬法により高分子
ノ\イドロゲルと CaC03 を複合化できることが明らかとなった。しかしながら、 HAp はハイドロゲ、ル全体に形成され








HAp 及び CaC03 を形成させた。さらに、それらのフィルムの細胞親和性について検討した。その結果、交互浸漬法
によってポリアクリル酸をグラフトしたポリエチレンフィルム上に HAp 及び CaC03 を容易に形成させることが可
能であり、かっ細胞親和性が飛躍的に向上するといった結果が得られた。
第 5 章では、サルを用いた in vivo で、の骨再生能について検討した。前章までで、 HAp一高分子複合体は細胞親和
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総括では、以上の結果をまとめる。本研究では、交互浸漬法を用いることで、高分子材料と HAp 及び CaC03 を
複合化することが可能であり、カルシウム塩の結晶形や配向性を制御することができた。さらに、 HAp 及び CaC03












(3) カルシウム塩-高分子複合体からなる 2 次元・ 3 次元の組織再生足場材料を調製し、 in vitro での細胞親和性・
骨形成能について検討している。その結果、交E浸漬法により調製したカルシウム塩-高分子複合体は細胞親和
性・骨形成能に優れていることを明らかにしている。





体の調製だけでなく、 in virto、 ln V1VO での細胞親和性・骨再生能評価を行い、基礎から応用までの知見を得ている。
また本研究は、近い将来に医療現場で治療に用いることができる分子設計されたバイオマテリアルの創製を達成して
おり、骨再生分野へ多大な貢献をすると結論できる。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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